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特　集

路 網 整 備 の 取 組
今回の特集では、各地で進められている

地域の条件に応じた路網整備の取組を紹介します。

密
植
・
多
間
伐
・
長
伐
期
と
い
う
森
林

管
理
を
行
い
、
無
節
の
柱
角
生
産
に
的
を

絞
っ
た
林
木
生
産
を
志
向
す
る
吉
野
林

業
。
こ
こ
で
は
幅
員
二
・
五
㍍
、
二
㌧
車

で
の
搬
出
を
前
提
と
し
、
大
型
の
機
械
投

入
は
考
え
て
い
な
い
も
の
の
、
一
㌶
あ
た

り
二
〇
〇
㍍
程
度
を
目
指
し
た
高
密
度
作

業
路
網
の
整
備
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま

す
。吉

野
林
業
特
有
の
多
間
伐
施
業
は
、
植

栽
時
に
一
㌶
あ
た
り
一
万
本
程
度
の
密
植

を
行
い
、
上
方
成
長
を
促
し
な
が
ら
、
六

〇
年
生
く
ら
い
ま
で
は
五
年
か
ら
六
年
間

隔
で
間
伐
を
実
施
し
、
そ
の
後
は
成
長
に

合
わ
せ
て
七
年
か
ら
八
年
間
隔
に
し
、
最

終
的
に
は
二
〇
〇
年
生
の
林
木
生
産
を
実

現
す
る
施
業
方
法
で
す
。
こ
う
し
た
施
業

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
年
輪
幅
が
密
な
、

か
つ
無
節
の
柱
角
生
産
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
間
伐
頻
度
が
高
い
こ
と
か
ら
、
一
回

の
間
伐
率
は
一
五
か
ら
二
〇
％
に
抑
え
ら

れ
、
二
〇
〇
年
生
の
林
木
を
最
終
的
に
生

産
す
る
ま
で
に
一
五
回
か
ら
二
〇
回
の
間

伐
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
だ
け
に
一
回
の
間
伐
で
生
産
さ
れ
る
素

材
生
産
量
は
少
な
く
、
生
産
コ
ス
ト
の
管

理
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
年
輪
が
密
で
、
節
が
無
い

と
い
う
こ
と
で
、
市
場
で
の
吉
野
材
の
評

価
価
値
が
極
め
て
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

八
割
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
集
材
が
占
め
る
と

い
っ
た
よ
う
に
、
高
い
搬
出
コ
ス
ト
が
容

認
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
昭
和

五
五
年
頃
を
ピ
ー
ク
に
材
価
は
低
落
を
続

け
、
高
齢
級
材
で
は
ピ
ー
ク
時
の
七
分
の

一
に
、
通
常
の
間
伐
材
で
も
四
分
の
一
に

ま
で
落
ち
込
む
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
市
場
評
価
が
高
く
、
搬
出
の

コ
ス
ト
負
担
力
も
高
い
元
玉
や
二
番
玉
は

従
来
通
り
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
搬
出
で
き
ま

す
が
、
コ
ス
ト
負
担
力
が
低
い
三
番
玉
以

降
は
林
地
に
残
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
っ

た
情
勢
に
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
清
光
林
業
株
式
会

社
（
岡
橋
清
元
代
表
取
締
役
）
は
吉
野
林

業
界
の
中
で
、
い
ち
早
く
林
道
・
作
業
路

網
の
開
設
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
当

初
は
機
械
化
林
業
に
あ
こ
が
れ
、
四
㌧
車

や
六
㌧
車
が
林
内
に
入
り
込
め
る
こ
と
を

想
定
し
、
幅
員
三
・
五
㍍
の
林
道
を
開
設

し
ま
し
た
が
、
破
砕
帯
で
の
崩
落
を
招
き

一
時
開
設
を
中
断
し
ま
し
た
。
そ
の
後
い

ろ
い
ろ
と
検
討
し
、
経
験
者
へ
の
師
事
を

経
る
中
で
、
幅
員
二
・
五
㍍
、
二
㌧
車
で

の
搬
出
作
業
を
想
定
し
た
作
業
路
の
開
設

に
方
向
転
換
を
お
こ
な
い
、
路
網
開
設
の

総
延
長
は
七
〇
㎞
を
超
え
る
実
績
に
ま
で

奈
良
県
吉
野
郡　

清
光
林
業
株
式
会
社

高密度路網の必要性を語る岡橋清元・清
光林業代表取締役

伐倒木の集材を行うグラップル
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達
し
て
い
ま
す
。

岡
橋
氏
は
、「
吉
野
林
業
は
五
年
毎
に

間
伐
を
繰
り
返
し
て
森
林
を
育
て
て
い

る
。
他
の
林
業
地
域
の
間
伐
が
一
五
年
程

度
の
周
期
で
行
わ
れ
て
い
る
の
と
は
大
き

く
違
い
ま
す
。
し
っ
か
り
し
た
作
業
路
網

を
整
備
し
て
お
け
ば
、
作
業
路
網
の
使
用

頻
度
が
高
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
の
作
業

は
極
め
て
や
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

作
業
路
網
を
五
〇
㍍
間
隔
で
林
内
に
設
置

す
る
こ
と
で
、
林
内
作
業
は
グ
ラ
ッ
プ
ル

と
チ
ェ
ン
ソ
ー
で
効
率
的
に
実
施
で
き
、

少
し
離
れ
た
材
も
グ
ラ
ッ
プ
ル
に
装
着
し

た
二
〇
㍍
程
の
ワ
イ
ヤ
ー
を
巻
き
込
ん
だ

ウ
ィ
ン
チ
で
集
材
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

吉
野
地
区
の
よ
う
に
間
伐
率
が
低
い
地
域

で
は
、
出
材
量
も
そ
れ
ほ
ど
の
材
積
に
な

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
グ
ラ
ッ
プ
ル
と
二
㌧

車
を
組
み
合
わ
せ
た
集
材
方
法
で
十
分
に

対
応
で
き
ま
す
。
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
は

先
に
短
尺
材
を
積
み
込
み
、
長
尺
材
を
上

に
積
む
よ
う
な
工
夫
を
す
れ
ば
二
㌧
車
で

の
運
び
出
し
も
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
高
性
能
大
型
機
械
を
入
れ
た
り
す
る

と
、
作
業
の
生
産
性
は
上
が
る
が
、
作
業

道
を
広
く
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

吉
野
型
の
林
業
地
で
は
機
械
が
遊
ん
で
し

ま
う
結
果
と
な
り
ま
す
。
ト
ー
タ
ル
で
は

む
し
ろ
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま

す
。
吉
野
型
の
林
業
で
は
、
五
年
置
き
に

使
用
す
る
作
業
道
を
最
初
の
設
置
時
期
に

き
ち
ん
と
作
る
。『
頑
丈
で
、
壊
れ
な
い
、

い
つ
で
も
走
行
が
可
能
』
な
作
業
道
を

作
っ
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
こ
の
た

め
山
側
の
法
高
は
一
・
四
㍍
以
内
と
し
、

こ
れ
を
超
え
る
よ
う
な
場
所
で
は
丸
太
で

裏
積
み
を
き
ち
ん
と
す
る
配
慮
が
必
要
で

す
。
法
高
を
一
・
四
㍍
、
路
網
間
隔
を
五

〇
㍍
と
い
う
条
件
を
充
足
さ
せ
よ
う
と
す

る
と
、
吉
野
で
は
幅
員
二
・
五
㍍
程
度
の

作
業
道
が
最
適
と
い
え
ま
す
。
そ
の
代
わ

り
壊
れ
に
く
く
す
る
た
め
、
初
期
投
資
は

き
ち
ん
と
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
二
・
五
㍍
幅
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
一
㍍
あ
た
り
七
千
円
の
開
設
費

を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
」
と
、
吉
野

地
区
に
適
し
た
作
業
道
開
設
の
ポ
イ
ン
ト

を
説
明
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
岡
橋
さ
ん
は
「
土
が
動
い
て
い

て
は
だ
め
、
こ
れ
は
崩
落
に
つ
な
が
る
」

と
、
作
業
道
開
設
時
の
注
意
点
を
指
摘
し

て
い
ま
す
。「
土
が
動
か
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
、
路
網
の
基
礎
補
強
し
た
丸
太
組

み
の
部
分
は
土
で
被
覆
し
、
こ
こ
に
草
が

生
え
、
灌
木
が
活
着
し
て
細
根
が
丸
太
組

み
や
土
を
保
持
す
る
。
こ
う
な
っ
て
初
め

て
作
業
道
の
耐
久
性
能
が
増
す
。
そ
う
い

う
作
業
道
は
繰
り
返
し
の
間
伐
に
も
ほ
と

ん
ど
補
修
な
し
に
使
用
で
き
ま
す
。
間
伐

を
す
る
と
林
床
に
光
が
差
し
込
む
よ
う
に

な
り
、
下
草
や
灌
木
も
育
ち
や
す
く
な
る
。

吉
野
で
は
間
伐
の
頻
度
が
高
い
点
も
、
こ

の
よ
う
な
作
業
道
を
維
持
管
理
し
や
す
い

と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
解

説
し
て
い
ま
す
。

清
光
林
業
の
造
材
・
搬
出
は
一
人
一
日

当
た
り
三
・
九
立
方
㍍
程
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。
高
性
能
機
械
を
導
入
し
て
い
る
先

端
地
域
の
集
約
化
林
業
の
現
場
で
は
一
〇

立
方
㍍
の
高
い
生
産
性
を
記
録
し
て
い
る

地
域
が
あ
る
こ
と
と
比
較
す
る
と
生
産
性

と
い
う
面
で
は
劣
る
結
果
に
な
り
ま
す
が
、

「
吉
野
地
区
の
森
林
施
業
は
こ
の
よ
う
な

地
域
と
は
根
本
的
に
相
違
し
て
お
り
、
吉

野
で
こ
の
よ
う
な
生
産
体
制
を
導
入
し
た

ら
、
森
林
は
た
ち
ま
ち
歯
抜
け
の
状
態
に

な
っ
て
し
ま
い
、
残
存
木
の
品
質
低
下
を

招
い
て
し
ま
い
ま
す
。
今
ま
で
永
年
に
わ

た
っ
て
継
続
さ
れ
て
き
た
木
目
の
詰
ま
っ

た
節
の
な
い
高
齢
級
の
良
質
材
を
生
産
す

る
吉
野
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
地
域
に
合
っ

た
路
網
整
備
の
進
め
方
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
し
て
、
岡
橋

さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
も
高
密
度
作
業
路
網

の
整
備
を
進
め
る
意
気
込
み
を
み
せ
て
い

ま
す
。

樹高40m程度まで成長した森林

50m間隔で設置された作業路網

私有林入口には社名ロゴ（右）と認証取得のＳ
ＧＥＣマークが掲示されている。
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岐
阜
県
の
飛
騨
地
域
で
は
、
平
成
二
〇

年
五
月
に
「
ひ
だ
林
業
・
建
設
業
森
づ
く

り
協
議
会
」
が
発
足
し
、
同
年
八
月
に
は

平
成
二
〇
年
度
「
地
方
の
元
気
再
生
事
業
」

と
し
て
「
建
設
業
の
参
入
促
進
に
よ
る
林

業
改
革
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
の
目
的
は
、
飛
騨
地
域
に
お

い
て
、「
担
い
手
不
足
」
や
「
低
い
生
産
性
」

と
い
っ
た
課
題
を
抱
え
る
林
業
と
、
経
営

を
縮
小
し
て
い
る
建
設
業
が
協
働
し
、
山

村
地
域
の
再
生
を
目
指
す
た
め
に
、
建
設

業
の
持
つ
機
械
や
技
術
者
を
活
用
し
て
、

環
境
保
全
と
経
済
活
動
を
両
立
さ
せ
る
持

続
可
能
な
林
業
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

利
用
間
伐
の
推
進
に
は

路
網
整
備
が
不
可
欠

飛
騨
地
域
の
民
有
林
で
は
、
人
工
林
率

が
三
九
％
と
低
い
も
の
の
、
そ
の
う
ち
四

五
年
生
以
下
の
保
育
を
必
要
と
す
る
林
分

が
六
六
％
と
高
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
こ

の
た
め
、
岐
阜
県
は
「
新
緊
急
間
伐
推
進

五
ヵ
年
計
画
」
に
基
づ
き
計
画
的
な
間
伐

の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、「
健
全
な
森

林
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
、

間
伐
の
推
進
と
間
伐
材
利
用
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
間
伐
実
施
面
積
は
一
四
千
㌶

前
後
と
五
ヵ
年
計
画
目
標
値
（
七
三
千
㌶
）

は
達
成
し
て
い
ま
す
が
、
利
用
間
伐
の
比

率
は
一
五
％
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の

が
実
情
で
す
。
こ
れ
は
、「
林
道
・
作
業

道
の
路
網
密
度
が
一
㌶
あ
た
り
一
五
か
ら

二
〇
㍍
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
た
め
、
架
線

集
材
等
の
方
法
で
は
間
伐
材
の
搬
出
に
は

コ
ス
ト
が
掛
か
り
す
ぎ
る
こ
と
が
一
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
林
業
事
業
体
で

は
、
経
営
組
織
の
統
合
な
ど
で
人
員
が
減

少
し
事
業
の
拡
大
が
事
実
上
困
難
な
こ
と

も
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今

後
、
森
林
の
整
備
を
進
め
て
い
く
に
は
路

網
の
整
備
が
必
須
条
件
で
、
改
善
を
図
る

方
策
と
し
て
検
討
さ
れ
た
の
が
林
建
協
働

に
よ
る
林
業
改
革
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
し
た
。
搬
出
コ
ス
ト
の
縮
減
を
可
能
と

す
る
路
網
整
備
に
よ
り
利
用
間
伐
を
促
進

し
、
ま
た
、
新
た
な
林
業
労
働
力
の
投
入

に
よ
り
集
約
化
施
業
の
取
組
な
ど
を
通
じ

て
、
間
伐
の
促
進
等
を
目
指
し
て
い
き
た

い
」（
岐
阜
県
森
林
組
合
連
合
会
松
尾
良

三
森
林
調
査
部
長
）
と
し
て
い
ま
す
。

多
彩
な
研
修

モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
的
な
活

動
と
し
て
、
平
成
二
〇
年
度
に
、
研
修
会

を
中
心
に
①
林
業
・
建
設
業
両
者
に
関
す

る
経
営
者
の
意
識
改
革
、
建
設
業
者
に
お

け
る
路
網
開
設
業
務
に
関
す
る
技
術
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
、
②
建
設
業
が
保
有
す
る
コ

ス
ト
・
安
全
管
理
技
術
を
生
か
し
た
新
し

い
林
業
施
業
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
と
施
業
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
立
案
、
③
研
修
修
了
者
に
よ

る
林
・
建
協
働
チ
ー
ム
を
設
立
し
、
路
網

整
備
、
伐
採
か
ら
木
材
市
場
へ
の
出
荷
ま

で
の
試
行
を
行
い
、
そ
の
課
題
の
抽
出
や

改
善
策
に
つ
い
て
の
検
討
―
の
三
つ
の
取

組
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
飛
騨
地
域
に
三
つ

の
地
域
部
会
が
設
立
さ
れ
、
部
会
毎
に
研

修
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
高
山
部
会
で

は
述
べ
三
日
間
、
一
二
〇
名
、
飛
騨
部
会

で
は
述
べ
五
日
間
、
九
〇
名
、
下
呂
部
会

で
は
述
べ
六
日
間
、
一
四
〇
名
が
参
加
し
、

建
設
業
界
か
ら
高
い
関
心
を
集
め
ま
し

た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ー
ト
か
ら
二
年

が
経
過
し
、
現
在
林
業
へ
の
新
事
業
展
開

に
取
り
組
ん
で
い
る
建
設
業
者
数
は
高
山

で
一
〇
社
、
飛
騨
、
下
呂
で
そ
れ
ぞ
れ
六

社
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
一
年
度
に
は
、
前
年
度
の
取
組

結
果
を
ベ
ー
ス
に
、
①
林
建
協
働
に
向
け

た
協
働
体
制
の
構
築
―
林
業
に
本
格
的
に

参
入
す
る
建
設
業
者
の
組
織
づ
く
り
と
、

林
業
側
と
の
協
働
体
制
構
築
に
向
け
た
地

林
建
協
働
の
取
組　

飛
騨
地
域

路網開設の現場研修

林業を理解する座学
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区
・
役
割
分
担
、
②
地
域
林
業
経
営
プ
ラ

ン
の
作
成
と
事
業
地
の
確
保
―
今
後
五
年

間
の
中
期
事
業
経
営
プ
ラ
ン
策
定
と
、
同

プ
ラ
ン
に
基
づ
く
集
約
化
の
実
践
、
③
現

地
試
行
作
業
の
実
施
に
よ
る
技
術
力
向
上

と
コ
ス
ト
分
析
―
林
業
作
業
の
実
践
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
、
コ
ス
ト
分
析
を
前

提
と
し
た
、
集
中
的
な
現
場
試
行
に
よ
る

技
術
者
養
成
と
作
業
の
効
率
化
の
向
上
、

派
遣
研
修
に
よ
る
現
場
作
業
リ
ー
ダ
ー
の

養
成
―
と
い
っ
た
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

林
建
協
働
初
の
事
業
体
創
設

本
年
一
月
二
八
日
に
は
、
林
建
協
働
に

向
け
た
体
制
構
築
と
し
て
、
初
め
て
「
た

か
や
ま
林
業
・
建
設
業
協
同
組
合
」
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。「
組
合
員
は
飛
騨
高
山

森
林
組
合
と
高
山
地
域
の
建
設
企
業
一
〇

社
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
森
林
組
合

と
連
携
し
な
が
ら
、
提
案
型
の
集
約
化
施

業
に
取
り
組
み
、
今
ま
で
希
望
が
あ
り
な

が
ら
も
実
施
で
き
な
か
っ
た
地
域
で
の
路

網
づ
く
り
や
間
伐
を
主
体
と
し
た
森
林
施

業
を
進
め
て
い
く
計
画
で
、
こ
の
よ
う
な

組
織
作
り
は
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
形

で
、
今
後
、
他
地
域
で
も
展
開
さ
れ
る
予

定
で
す
」（
社
団
法
人
岐
阜
県
建
設
業
協

会
美
濃
島
浩
事
業
課
長
）。

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
展
開

岐
阜
県
の
林
建
協
働
の
特
徴
は
、
基
本

的
に
建
設
業
者
が
路
網
開
設
か
ら
伐
採
、

搬
出
、
造
材
ま
で
を
担
い
、
森
林
や
そ
の

所
有
者
の
情
報
を
多
く
持
つ
森
林
組
合
と

協
働
体
制
を
構
築
し
、
集
約
化
等
の
事
業

展
開
を
図
っ
て
い
く
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
路
網
開

設
と
木
材
運
搬
を
建
設
業
界
が
、
伐
採
や

造
材
事
業
を
森
林
組
合
が
行
う
と
い
っ
た

形
で
の
協
働
体
制
の
す
み
分
け
も
考
え
ら

れ
る
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
展
開

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

恵
ま
れ
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
か
し
て

岐
阜
県
の
飛
騨
地
域
に
は
「
地
域
内
に

新
生
産
シ
ス
テ
ム
の
モ
デ
ル
事
業
対
象
と

な
っ
て
い
る
年
間
三
万
立
方
㍍
の
製
材
用

原
木
を
消
費
す
る
飛
騨
高
山
森
林
組
合
の

新
工
場
が
一
昨
年
か
ら
稼
動
を
開
始
す
る

と
と
も
に
、
日
本
海
側
に
は
合
板
メ
ー

カ
ー
の
拠
点
工
場
も
位
置
し
、
更
に
来
年

か
ら
は
県
内
で
大
手
合
板
メ
ー
カ
ー
の
新

工
場
も
稼
動
を
開
始
す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
、
環
境
と
し
て
は
恵
ま
れ
た
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
」（
松
尾
部
長
）

こ
と
か
ら
、
素
材
生
産
部
門
で
の
体
制
整

備
が
進
め
ば
、
地
域
林
業
・
林
産
業
の
活

性
化
に
繋
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

林
建
協
働
の
取
組
を
推
進
す
る
岐
阜
県
も

「
岐
阜
県
の
広
大
な
森
林
を
適
正
に
管
理

し
、
安
定
的
に
木
材
生
産
を
行
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
建
設
業
に
限
ら
ず
新
た
な

『
力
』
が
必
要
で
、
県
と
し
て
も
こ
の
よ

う
な
取
組
が
林
業
改
革
に
繋
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
」（
岐
阜
県
林
政
部
林

政
課
大
島
弘
義
技
術
主
査
）
と
今
後
の
展

開
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

路網開設のための調査研修

路網計画の研修

伐倒の講習現場
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鳥
取
県
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
儲
か
る

林
業
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
森
林
施
業

の
団
地
化
と
高
密
度
路
網
化
に
よ
っ
て
伐

採
・
搬
出
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
有
効
な

手
法
が
低
コ
ス
ト
で
崩
れ
に
く
い
作
業
道

の
開
設
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
、
そ
の

普
及
を
進
め
て
い
ま
す
。

独
自
の
開
設
推
進
策

鳥
取
県
で
進
め
て
い
る
作
業
道
開
設

は
、
切
土
、
盛
土
を
最
小
限
に
抑
え
、
締

め
固
め
た
路
盤
を
数
層
積
み
重
ね
、
強
固

な
構
造
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
県
は
、
作
業
道
開
設
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
定
め
る
と
と
も
に
、
鳥
取
式
作
業
道

開
設
士
の
認
定
制
度
を
創
設
し
、
実
施
基

準
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
開
設
士
が
開

設
し
た
作
業
道
は
、
国
の
補
助
が
付
か
な

い
作
業
道
で
も
県
独
自
の
助
成
措
置
を
講

じ
て
い
ま
す
。

県
が
作
業
道
の
実
施
基
準
を
定
め
た
の

は
平
成
一
八
年
五
月
で
、
開
設
士
の
認
定

事
業
も
こ
の
年
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
一
八
年
度
と
一
九
年
度
に
は
年
三
回

の
講
習
が
、
平
成
二
〇
年
度
と
二
一
年
度

で
は
年
四
回
の
講
習
が
実
施
さ
れ
、
平
成

二
一
年
一
二
月
現
在
で
開
設
士
は
計
一
〇

一
名
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
訳
は
林

家
や
森
林
組
合
な
ど
の
林
業
関
係
者
が
約

六
割
、
残
り
の
四
割
が
建
設
業
関
係
者
と

な
っ
て
い
ま
す
。

開
設
士
の
認
定
に
当
た
っ
て
は
、
学
科

講
習
三
日
間
と
、
実
技
講
習
七
日
間
の
計

一
〇
日
間
に
わ
た
る
講
習
の
受
講
が
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り
、
学
科
講
習
後
に
実
施

さ
れ
る
筆
記
検
定
と
実
技
講
習
後
の
実
技

検
定
の
両
方
に
合
格
し
た
者
の
み
が
開
設

士
の
資
格
を
有
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

講
習
の
内
容
は
、
学
科
が
計
画
、
図
上
調

査
、
施
工
、
維
持
管
理
な
ど
作
業
道
開
設

の
基
礎
と
な
る
事
項
が
主
体
と
な
り
、
こ

の
ほ
か
に
林
業
経
営
や
造
林
保
育
、
森
林

機
能
保
全
、木
材
加
工
、林
業
機
械
と
い
っ

た
林
業
全
般
に
わ
た
る
講
習
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
建
設
業
関
連
の
受
講
者
の
中
に

は
こ
の
林
業
全
般
に
わ
た
る
部
分
で
得
点

が
計
上
で
き
ず
、
検
定
に
合
格
し
な
い
者

も
見
ら
れ
ま
す
。
実
技
講
習
は
主
に
バ
ッ

ク
ホ
ウ
に
よ
る
作
業
道
開
設
や
支
障
木
の

伐
倒
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

崩
れ
に
く
い
作
業
道
を
工
夫

開
設
士
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
て
開

設
す
る
作
業
道
は
、
次
の
よ
う
な
構
造
に

な
っ
て
お
り
、
特
に
耐
久
性
の
保
持
に
工

夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
幅
員
は
四
㍍
未
満
で
、
必
要
最
低
限
の

幅
に
止
め
る
こ
と
。
幅
員
三
㍍
以
下
を

推
奨
。

②
切
土
高
は
二
㍍
以
下
と
し
、
一・四
㍍
以

下
を
推
奨
。
土
質
条
件
が
良
け
れ
ば
切

土
法
面
は
直
切
り
で
よ
い
。

③
路
床
部
分
は
一
層
三
〇
㎝
程
度
で
締
め

固
め
、
こ
れ
を
数
層
重
ね
、
全
体
を
強

固
な
構
造
と
す
る
。

④
盛
土
の
法
勾
配
は
一
対
一・
五
を
、
丸
太

な
ど
で
補
強
し
た
場
合
は
お
お
む
ね
一

対
一・二
を
標
準
と
し
、
下
層
か
ら
よ
く

締
め
固
め
る
。

⑤
排
水
は
横
断
排
水
溝
な
ど
で
尾
根
な
ど

の
侵
食
の
恐
れ
の
な
い
と
こ
ろ
に
自
然

排
水
と
し
、
側
溝
は
原
則
設
け
な
い
。

作
業
道
作
設
に
お
け
る
鳥
取
県
独
自
の
取
組

路床部分も一度切削して締め固める

作業道の開設

鳥取県庁森林・林業総室の池内富久
主幹（写真右）と森雄一農林技師（写
真左）
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⑥	

谷
は
原
則
洗
い
越
し
と
す
る
。

⑦
横
断
勾
配
は
通
行
さ
せ
る
車
両
の
能
力

に
よ
る
。

⑧
縦
断
勾
配
及
び
曲
線
半
径
は
通
行
さ
せ

る
車
両
の
能
力
に
よ
る
。（
最
小
値
の
規

定
な
し
）

繰
り
返
し
の
使
用
で
コ
ス
ト
セ
ー
ブ

実
現通

常
の
作
業
道
の
開
設
費
用
と
比
較
す

る
と
、
県
の
査
定
単
価
で
一
割
、
実
際
の

施
工
コ
ス
ト
を
積
算
す
る
と
、
作
業
に
慣

れ
て
い
な
い
点
も
あ
っ
て
三
割
程
度
割
高

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
路
床
を
数
層

に
わ
た
っ
て
締
め
固
め
る
な
ど
の
手
法
を

採
用
し
て
い
る
こ
と
で
、
手
間
が
掛
っ
て

い
る
こ
と
に
因
る
た
め
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
開
設
時

に
手
間
を
か
け
る
こ
と
で
、
作
業
道
は
強

く
、
崩
れ
に
く
く
な
り
、
補
修
コ
ス
ト
は

大
幅
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
ト
ー
タ
ル
コ
ス

ト
は
確
実
に
低
減
で
き
、
県
と
し
て
は
、

こ
の
よ
う
な
作
業
道
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
現
状
一
立
方
㍍
当
た
り
一
万
円
の
伐

採
・
搬
出
コ
ス
ト
が
計
上
さ
れ
て
い
る
も

の
を
、
将
来
は
六
千
円
か
ら
七
千
円
程
度

ま
で
引
き
下
げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と

の
目
標
を
立
て
て
い
ま
す
。

平
成
二
〇
年
の
作
業
路
開
設
は

二
倍
に
上
伸

鳥
取
県
の
作
業
道
の
全
開
設
実
績
は
平

成
一
九
年
度
ま
で
は
年
間
三
〇
～
四
〇
㎞

程
度
で
推
移
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
二

〇
年
度
に
は
五
九
㎞
に
、
そ
し
て
二
一
年

度
（
見
込
み
）
は
一
一
六
㎞
に
大
き
く
伸

び
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
鳥
取
県

庁
森
林
・
林
業
総
室
の
池
内
主
幹
は
、「
県

内
の
森
林
所
有
者
に
は
作
業
道
を
開
設
し

た
い
と
い
う
要
望
は
以
前
か
ら
強
い
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
相
次
ぐ

材
価
の
低
落
な
ど
で
実
際
に
は
そ
れ
が
叶

わ
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。
鳥

取
で
の
作
業
道
の
制
度
が
平
成
一
八
年
度

に
創
設
さ
れ
、
ま
た
、
施
業
集
約
化
の
動

き
が
強
ま
る
中
で
、
着
実
に
作
業
道
の
開

設
実
績
は
増
加
し
て
お
り
、
特
に
昨
年
度

は
路
網
整
備
地
域
連
携
モ
デ
ル
事
業
が
実

施
さ
れ
た
こ
と
で
本
年
度
の
開
設
実
績
を

押
し
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
未
だ
ニ
ー
ズ
に
全
て
応
え
る
情
勢

に
は
至
っ
て
い
な
い
わ
け
で
、
こ
れ
か
ら

も
路
網
整
備
に
向
け
た
取
組
は
積
極
的
に

展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鳥
取
県
で
進
め
て
い
る
作
業
道
に
つ
い
て

も
、
地
元
で
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
理
解
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
、
集
約
化
施
業
と
利
用
間
伐
に
向
け

た
施
策
展
開
を
す
す
め
、
県
と
し
て
高
性

能
林
業
機
械
の
導
入
な
ど
を
奨
励
し
て
い

る
こ
と
を
考
慮
し
た
作
業
道
開
設
を
進
め

て
い
き
た
い
」
と
取
組
の
展
開
を
語
っ
て

い
ま
す
。

鳥取県の作業道開設実績（千m）

機械化が進む造材・搬出作業

高密度に開設された作業路

開設された作業路


